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温泉観光地のライフサイクルにみる
景観形成過程と周囲への波及効果

-熊本県阿蘇郡南小国町黒川温泉地区における観光地形成過程に関する研究-



図2 景観の同質化（大分県由布市）図1 観光地の廃屋3)（栃木県日光市）

観光地空間は,観光需要の変動による影響を受けやすい

住民や観光事業者,行政が協働し,長期的な視点で環境を保全,再生することが重要

廃業した大型施設の廃屋化による景観の悪化や
無秩序な外部資本の参入による景観の同質化などの事例がみられる1)

行政主導による一時的なハード整備だけでは観光需要の変化に対応しきれず,
地域主体による「長期的な」視点での環境整備が不可欠である 2)

1. 研究の背景と目的

注1)黒川温泉観光旅館協同組合,自治会,旅館事業者,地元住民などを指す
1)西村幸夫(2009.2)「観光まちづくりまち自慢からはじまる地域マネジメント」
2)大川恵理子,坂井文,越澤明(2011.6)「定山渓温泉における地域主導による環境整備の変遷と特色について」日本建築学会技術報告集 第17 巻 第36 号，677-680，2011 年6 
月AIJ J. Technol. Des. Vol. 17, No.36, 677-680, Jun., 2011
3)国土交通省住宅局(2019.12)「街なみ環境整備事業パンフレット」
4)黒川温泉観光旅館協同組合（2012.3）「黒川温泉観光旅館協同組合設立 50 周年記念誌」



図2 景観の同質化（大分県由布市）図1 観光地の廃屋3)（栃木県日光市） 図3 街並み環境整備事業の事例4)（長野県松本市）

観光地空間は,観光需要の変動による影響を受けやすい

住民や観光事業者,行政が協働し,長期的な視点で環境を保全,再生することが重要

廃業した大型施設の廃屋化による景観の悪化や
無秩序な外部資本の参入による景観の同質化などの事例がみられる1)

行政主導による一時的なハード整備だけでは観光需要の変化に対応しきれず,
地域主体による「長期的な」視点での環境整備が不可欠である 2)

1. 研究の背景と目的

目的：黒川温泉地区における観光地形成の過程とその特徴を明らかにする

地域主体注1）による自立的な観光まちづくりが行われ,急激な観光地化の時期
においても,地域景観の保全や地域の生活文化の継承を実現してきた4)事例

研究対象地：熊本県阿蘇郡南小国町黒川温泉地区

注1)黒川温泉観光旅館協同組合,自治会,旅館事業者,地元住民などを指す
1)西村幸夫(2009.2)「観光まちづくりまち自慢からはじまる地域マネジメント」
2)大川恵理子,坂井文,越澤明(2011.6)「定山渓温泉における地域主導による環境整備の変遷と特色について」日本建築学会技術報告集 第17 巻 第36 号，677-680，2011 年6 
月AIJ J. Technol. Des. Vol. 17, No.36, 677-680, Jun., 2011
3)国土交通省住宅局(2019.12)「街なみ環境整備事業パンフレット」
4)黒川温泉観光旅館協同組合（2012.3）「黒川温泉観光旅館協同組合設立 50 周年記念誌」



2. 研究の方法

【3章】黒川温泉地区の観光地としてのライフサイクルを把握する(3-1)
  巨視的な視点から観光インフラの整備動向を分析し, 黒川温泉地区

         における観光地形成が周辺地域に及ぼした影響を明らかにする(3-2)
【4章】微視的な視点から,黒川温泉地区の土地利用の変遷と修景要素の分布を把握する

図3 南小国町における黒川温泉地区

以上より,黒川温泉地区における観光地形成の過程とその特徴を明らかにする



3-1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

・宿泊客数
・入湯税
・宿泊施設の総客室数

表1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

観光地形成の過程を明らかにするため,
観光地の価値５)の変遷と取り組みの変遷
に着目して分析した

探索期,発展期,停滞期,再生期の
４つの期間に区分した

５) 安島博幸(2014)「観光地の価値の生成過程に関する理論的考察」日本観光研究
学会全国大会学術論文集,pp.285-288

観光地の価値の変遷

取り組みの変遷

・身体的価値
施設整備や計画策定など

・精神的価値
イベントの開催や賞の受賞など



表1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

3-1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

発展期(1986年~2002年)
旅館組合による環境整備
町全体では,道路開通や条例策定

探索期(1960年~1985年)
道路整備による身体的価値の向上
活動の主体を担う温泉組合の設立



表1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

3-1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

発展期(1986年~2002年)
旅館組合による環境整備
町全体では,道路開通や条例策定

停滞期(2003年~2011年)
多数の主体の協働による「街なみ環
境整備事業」と各種賞の受賞

探索期(1960年~1985年)
道路整備による身体的価値の向上
活動の主体を担う温泉組合の設立



発展期のみならず停滞期においても
継続的に身体的価値を向上させる取
り組みが行われた。

表1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

3-1 黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル

発展期(1986年~2002年)
旅館組合による環境整備
町全体では,道路開通や条例策定

停滞期(2003年~2011年)
多数の主体の協働による「街なみ環
境整備事業」と各種賞の受賞

再生期(2012年~2025年)
バイパスの開通や「湯あかり」開始
町全体では,特に身体的価値が向上

探索期(1960年~1985年)
道路整備による身体的価値の向上
活動の主体を担う温泉組合の設立



3-2 観光インフラの整備動向からみる周辺地域への影響 

図4 観光インフラの整備動向(探索期)

【探索期】黒川温泉地域を中心とした観光地形成が始まった

黒川温泉地区における観光地形成が周辺地域に及ぼした影響を明らかにするため,
観光インフラ（宿泊施設,道路,観光資源）の整備動向を分析する



3-2 観光インフラの整備動向からみる周辺地域への影響 

【発展期】道路網の拡充を契機として温泉地域とその外側で宿泊施設の増加

黒川温泉地区における観光地形成が周辺地域に及ぼした影響を明らかにするため,
観光インフラ（宿泊施設,道路,観光資源）の整備動向を分析する

図5 観光インフラの整備動向(発展期)



3-2 観光インフラの整備動向からみる周辺地域への影響 

【停滞期】温泉地域の範囲外での宿泊施設の増加傾向が見られる

黒川温泉地区における観光地形成が周辺地域に及ぼした影響を明らかにするため,
観光インフラ（宿泊施設,道路,観光資源）の整備動向を分析する

図6 観光インフラの整備動向(停滞期)



3-2 観光インフラの整備動向からみる周辺地域への影響 

【再生期】簡易宿所や住宅宿泊の急増が見られる
周辺地域での予期せぬ観光開発により地域景観が喪失する可能性が考えられる

黒川温泉地区における観光地形成が周辺地域に及ぼした影響を明らかにするため,
観光インフラ（宿泊施設,道路,観光資源）の整備動向を分析する

図7 観光インフラの整備動向(再生期)



4. 黒川温泉地区における土地利用の変遷と修景要素の分布

図8 土地利用状況および修景要素の分布(2025)

土地利用に関する要素や修景要素が集積している（a）の範囲を拡大して考察した

土地利用：建物用地, 農地, 遊歩道, 公園, 駐車場
修景要素：共同看板, 植栽, 街なみ環境整備事業



図9 土地利用状況および修景要素の分布(探索期)

【探索期】共同湯や川沿いを中心に観光地空間が形成されていた

いご坂,上川端通り
周辺に小売店・飲
食店が集積

田の原川沿いに
旅館が立地

4. 黒川温泉地区における土地利用の変遷と修景要素の分布



【発展期】土地利用が大きく変化し,現在の黒川温泉の骨格が形成された

遊歩道沿いに
小規模旅館が増加

駐車場や公園の
周辺で植樹

4. 黒川温泉地区における土地利用の変遷と修景要素の分布

図10 土地利用状況および修景要素の分布(発展期)



【停滞期】街並み景観の高質化に加え,住環境の向上も図るため,
街なみ環境整備事業が行われた

中心地から離れた
場所でも整備

4. 黒川温泉地区における土地利用の変遷と修景要素の分布

図11 土地利用状況および修景要素の分布(停滞期)



【再生期】中心地から離れた国道周辺において観光客の受け入れ空間が整備された

国道沿いで
小売店・飲食店
や植栽が増加

4. 黒川温泉地区における土地利用の変遷と修景要素の分布

図12 土地利用状況および修景要素の分布(再生期)



黒川温泉地区における観光地としてのライフサイクル(3章 3-1)

・探索期・発展期・停滞期・再生期の4つの期間に分けることができた。
・探索期や発展期だけでなく停滞期においても,
施設整備や計画策定などの身体的価値を向上させる取り組みが継続的に行われた

黒川温泉地区における土地利用と修景要素の分布(4章)

5. 総括

観光インフラの整備動向からみる周辺地域への影響(3章 3-2)

・探索期に黒川温泉地域を中心とした観光地形成が始まり,
発展期以降の道路網の拡充とともに周辺地域へ波及したことが確認できた

・周辺の予期せぬ観光開発により地域景観が喪失する可能性が考えられた

・探索期には川沿いや共同湯周辺で観光地空間が形成され, 
発展期に小規模旅館が川沿いへ拡張し,その構造が現在まで維持されている

・修景は中心から周辺部へ段階的に行われた
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